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学校保健安全法施行規則の一部改正等について（通知）

平成２６年４月３０日

記

【1】改正の趣旨

近年における児童，生徒，学生及び幼児（以下「児童生徒等」という。）の健康上の問題の変化，医

療技術の進歩，地域における保健医療の状況の変化などを踏まえ，児童生徒等の健康診断の検査
項目等の見直しを行うとともに，職員の健康診断，就学時健康診断の様式等について，最近におけ
る状況や予防接種法（昭和23年法律第68号）の改正を踏まえた結果を反映するため，改正を行うもの
であること。

【2】改正の概要

1 児童生徒等の健康診断

（1） 検査の項目並びに方法及び技術的基準（第6条及び第7条関係）

ア 座高の検査について，必須項目から削除すること。

イ 寄生虫卵の有無の検査について，必須項目から削除すること。

ウ 「四肢の状態」を必須項目として加えるとともに，四肢の状態を検査する際は，四肢の形態及び
発育並びに運動器の機能の状態に注意することを規定すること。

（2） 保健調査（第11条関係）

学校医・学校歯科医がより効果的に健康診断を行うため，保健調査の実施時期を，小学校入学時

及び必要と認めるときから，小学校，中学校，高等学校及び高等専門学校においては全学年（中等
教育学校及び特別支援学校の小学部，中学部，高等部を含む。）において，幼稚園及び大学におい
ては必要と認めるときとすること。



運動器とは…？



運動器を守る社会運動
国際的な動向

「運動器の10年」世界運動

1998年「the Bone and Joint Decade」
スウェーデン リドグレン教授が提唱

(ルンド大学の整形外科医)

1999年国連アナン事務総長が

支持を表明

2001年WHO（世界保健機構）が賛同

「Bone and Joint Decade 2000-2010」発足を宣言
「人々が運動器と運動の大切さを知り，自身の身体をしっかり動かし，やりたい事・やるべき事が可能となるように」と



国内の動向

運動器を守る社会運動
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（財）スポーツ安全協会：スポーツ活動中の障害調査、1996

スポーツ障害・外傷の部位別発生数



児童生徒の運動習慣→二極化

運動不足 過度なスポーツ



＜他疾患の被患率(2007年度学校保健統計調査） ＞

う歯 ：65.47% －58.06%        裸眼 (0.3未満)    ：6.49% －20.34% 

耳疾患： 5.13% －3.74%          眼の疾病や異常 ：4.76% －4.23% 

喘息 ： 3.91% －3.08%          心臓の疾病や異常： 0.70% － 0.98%

アトピー性皮膚炎：3.64% －2.79%                          （小学生－中学生）

島根県：2005年 4898名中約７％ 2006年 4738名中約６％

京都府： 2005年1515名中1 .6-42.2% 2006年2043名中1 .3-7.1%

宮崎県： 2007年 1564名中15.7％ 2008年 2166名中8.8％

2009年 3727名中 9.4％ 2010年 4223名中10.2％

2011 年 6472名中 9.4％



＜配布物＞

①問診票の写し

②トレーニングのリーフレッ
ト

事前に問診票を記入保護者

問診票1）,3）,4）の①②にﾁｪｯｸがある場合は 校 医 に 上 申
養護教
諭

校医

精密検査（新規・継続）

問診4）の③④にﾁｪｯｸがある場合は

校医への上申不要

問診４）③④

運動機能不全が

疑われる児童・生徒

校医による運動器検診（従来どおり側弯症検診は全員に行う）

医療機
関

学校 保護者は受診結果を学校に報告

問診１）

側弯の項にチェックがある

児童･生徒

問診３）

運動器に痛みのある

児童･生徒

より注意深い診察が必要

・整形外科医療機関に受診勧奨

＜配布物＞

①問診票の写し

②検診結果のお知らせ

③整形外科登録医療機関一覧

要精密

・痛みがある場合は整形外科

医療機関に受診勧奨

・受診済の児童･生徒は継続治療

＜配布物＞

①問診票の写し

②検診結果のお知らせ

③整形外科登録医療機関一覧

痛みがある場合

要精密

・整形外科医療機関に受診勧奨

・受診済の児童･生徒は継続治療

＜配布物＞

①問診票の写し

②検診結果のお知らせ

③整形外科登録医療機関一覧

要精密

＜配布物＞

①問診票の写し

②トレーニングのリーフレッ
ト

経過観察(家庭でのフォロー)

運動器検診の流れ（対象者の抽出） （案）

問診４）①②

運動器の動きが悪い

児童･生徒

※問診４)②のみ

経過観察(家庭でのフォロー)

②トレーニングのリーフレット

②トレーニングのリーフレット
※問診４)②のみ
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運動器検診問診表（モデル事業）
質問１－１

過去に治るまで１か月以上かかった、整形外科で手術を受けた怪我や病気は
ありますか？

はい いいえ

＜質問１－１で「はい」と答えた方へ質問です。＞

質問１－２ 現在の状況について教えてください。

（ア）治療中 （イ）経過観察 （ウ）治療済

質問１－３ 疾患名とその部位を教えてください。

（ ） （ ）

質問２
１週間の内で、学校の体育の授業以外で運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをどのくらいしていま
すか。（該当するものに〇をつけてください。）

（ア）１時間以下 （イ）１時間以上 （ウ）２時間以上 （エ）３時間以上

（オ）４時間以上 （カ）５時間以上 （キ）６時間以上 （ク）７時間以上

質問３－１ 現在の運動器障害（１ヶ月以上続いている痛みがありますか？） はい いいえ

＜質問３－１で「はい」と答えた方へ質問です。＞

質問３－２ その部位はどこですか？

（ア）肩 （イ）肘 （ウ）手 （エ）股関節

（オ）膝 （カ）足・足首 （キ）腰 （ク）その他（ ）

質問３－３ 現在の状況について教えてください。

（ア）治療中 （イ）経過観察 （ウ）治療していない

質問４ 側弯症チェック（裏面のチェックを確認し、異常があれば「はい」に○） はい いいえ

質問５

運動器機能不全チェック

（ア）
バンザイをして、腕が耳につきます
か？ はい いいえ

（イ）
肘を曲げたときに肩に手がつきます
か。肘は完全にのびますか。 はい いいえ

（ウ）
ひざを伸ばしたまま指は床につきま
すか。 はい いいえ

（エ）
かかとをつけたまま、まっすぐしゃが
めますか。 はい いいえ

（オ）
転びにくかったり、足をひきずらず、
内股やがに股にならずに歩けます
か？

はい いいえ

（カ）
片足立ちを左右行い、５秒以上でき
ますか？ はい いいえ



はい（46人）
5%

いいえ（826人）
95%

過去に治るまでに１か月以上かかった、整形外科で
手術を受けた怪我や病気はありますか。



現在の運動器障害（１か月以上続いている痛みがありますか。）

はい（37人）
4%

いいえ（818人）
94%

無回答（16人）

2%



運動器障害の部位
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家庭での側弯症チェックの結果

はい（52

いいえ（500人）
82%

無回答（52

人）



運動習慣（１週間あたりの体育以外の運動習慣）
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運動器機能不全

バンザイをして腕が肩につくか 肘の可動域制限について

はい

（860

いいえ

（7人）
1%

無回答

（7人）

1%

はい

（862人）

いいえ

（5人）
0%

無回答

（7人）

1%



運動器機能不全

体前屈が可能か？ スクワットが可能か？

はい（680

人）
78%

いいえ

（184人）
21%

無回答

（8人）

1%

はい

（807

いいえ

（59人）
7%

無回答

（8人）

1%



運動器機能不全

転倒の危険や歩容異常 片脚立位が可能か

はい

（838人）
96%

いいえ

（29人）
3%

無回答

（7人）

1%

はい

（855

いいえ

（9人）
1%

無回答

（10

人）

1%



側弯症チェックでの予想（北九州市の結果から）

• 平成２７年度

–小学校 2.3%

–中学校 1.7%

• 平成２６年度

– 小学校 3.1%

–中学校 2.3%



アンケートを中学生で検討
アンケート時点での運動器障害

はい（21人）
8%

いいえ（239人）
90%

無回答（6人）

2%



アンケートを中学生で検討
家庭での側弯症チェック

はい（15人）
10%

いいえ（115人）
90%



運動器検診に関する協議

福岡市教育委員会

福岡市医師会

福岡県医師会 学校保健委員会

福岡県医師会 学校保健委員会

運動器プロジェクト

福岡県教育委員会

北九州市教育委員会


